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議   事   要   旨 

会 議 名 徳島県がん診療連携協議会  

日  時 令和7年3月13日(木) 18:00～19:10   

場  所 Web会議 

出席者 

森根会長(徳島大学病院)、柴田委員（徳島県立中央病院）、 

石倉委員(徳島赤十字病院）、橋本委員(徳島市民病院)、 

代理：山崎氏(徳島県三好病院)、漆川委員(徳島県鳴門病院)、 

正宗委員(阿南医療センター)、森委員(徳島県医師会)、 

本田委員(とくしま未来健康づくり機構)、代理：織田氏(徳島県保健福祉部)、 

滝沢委員(診療連携部、情報提供･相談支援部)、川人委員(緩和ケア部会長)、 

森岡委員(地域がん登録部会)、丹黒委員(乳がん部会)、高山委員(胃がん部会)、 

滝沢委員(肺がん部会)、代理:森根氏(肝がん部会)、飛梅委員(徳島県歯科医師会)、 

勢井委員(患者会)、位頭委員(徳島県介護支援専門協会)、 

鈴記委員(徳島県看護協会)、鳴川委員(徳島県教育委員会)、 

 

欠席者 

影治委員(徳島県立海部病院)、杉本委員(吉野川医療センター)、 

藤原委員(阿波病院)、佐藤委員(東部保健福祉部)、中井委員(徳島県薬剤師会) 

井内委員(マスメディア関係)、岡久委員(大腸がん部会)、苛原委員(子宮がん部会) 

陪席者 

徳島大学病院:古川泌尿器科教授、川原副看護部長、池田医事課医療専門係長、 

毛利技術補佐員、宮越技術補佐員 

徳島赤十字病院：高木社会福祉士 

徳島県保健福祉部：棚野氏、浅田氏、山田氏 

森根徳島県がん診療連携協議会会長の司会のもと、下記のとおり徳島県がん診療連携協議会が開

催された。 

【報告事項】 

1.がん診療連携拠点病院の取組について(報告資料1) 

宮越技術補佐員から、徳島大学病院での取り組みとして報告資料 1 に基づき説明があった。がん

治療連携計画策定料、がん患者指導管理料の算定ならびに、がん手帳の配布を行っている。がん手帳

は、乳がん、肺がん等の配布をしている。緩和ケアに関しては、緩和ケア診療加算の算定、苦痛のス

クリーニングシートも月 200 件前後行っている。緩和ケア外来も毎月算定を行っているとの報告が

あった。 

柴田委員から、徳島県立中央病院での取り組みについて報告資料1に基づき説明があった。がん

治療連携計画策定料、がん患者指導管理料の算定を行っている。がん手帳の配布は、外来で看護師

から配布を行っている。連携保険医療機関も多く連携が取れている。緩和ケアチーム新規依頼数も

月に10～20件あり緩和ケア診療加算も算定している。苦痛のスクリーニングシートも毎月150件程

度行っているとの報告があった。 

高木社会福祉士から、徳島赤十字病院での取り組みについて報告資料1に基づき説明があった。

がん治療連携計画策定料の算定を行っている。がん患者指導管理料についてはロが多く算定が出来



ている。がん手帳の配布は出来ていない。緩和ケアチーム新規依頼数も毎月あり緩和ケア診療加算

も算定している。苦痛のスクリーニングシートも毎月50件前後行っているとの報告があった。 

橋本委員から、徳島市民病院について報告資料1に基づき説明があった。がん治療連携計画策定

料の算定は前立腺がんで少数となっている。がん患者指導管理料についてはイで毎月算定が出来て

いる。がん手帳の配布は少数となっている。緩和ケア診療加算は算定を行っている。苦痛のスクリ

ーニングシート、緩和ケア外来についても行っているとの報告があった。 

山崎氏から、徳島県立三好病院について報告資料1に基づき説明があった。がん治療連携計画策

定料の算定は出来ていない。がん患者指導管理料については毎月算定が出来ている。がん手帳の配

布は外来に置いているが配布は出来ていない。緩和ケア診療加算は算定を行っている。苦痛のスク

リーニングシート、緩和ケア外来についても行っているとの報告があった。 

森根会長から、徳島市民病院、徳島赤十字病院、徳島県立三好病院とも治療の記録ノートの配布

が少ないが、何か要因があるのかとの質問があった。 

橋本委員から、在庫があまりない。送っていただきたいとの要望があった。 

石倉委員から、外来では配布が難しく、徳島県がん診療連携協議会診療連携部会で案があった見

直しについてワーキンググループに参加させていただきたいとの要望があった 

 

2.徳島県生活習慣病管理指導協議会各部会について  

1)各部会報告 (報告資料2) 

①肺がん部会：滝沢部会長から、令和 7 年 1 月 9 日（木）19 時よりハイブリッドで開催された。専

門医療機関及び標準医療機関について、肺がん標準医療機関に関する定義の変更を行った。それに

伴い、きたじま田岡病院を標準医療機関から削除したとの報告があった。 
②胃がん部会：髙山委員から、胃がん部会は令和 7 年 1 月 28 日（水）にハイブリッド会議で開催さ

れた。議題内容は、専門医療機関及び標準医療機関について、胃がん検診票（胃内視鏡検査用）の

設置について、令和 6 年度の取組状況について、今後の若年層を対象としたピロリ菌検査及び除

菌についてなど行われた。また、クラウド化の推進を進めているとの報告があった。 
③大腸がん部会：岡久委員が欠席のため、資料参照。森根会長から、岡久委員から大腸がんの治療の

記録ノートは、その活用状況に医療機関ごとに差がみられる。しかし、地域連携の一つの柱となり

えるものであり、より活用を進めるためこれからも検討を続けていく予定である。また、2 月 20

日の徳島県がん診療連携協議会 診療連携部会で議論のあった「全てのがん手帳を統一し、各がん

腫の詳細等はデジタル化(QR コード)する」案は、とても良い案であり、次回の大腸がん部会でも

報告・検討する予定であると伝言をいただいたとの報告があった。 
④肝がん部会：森根委員から、令和 7年 1月 30日（木）に開催された。徳島県の肝がんの状況につ

いて、悪性新生物の部位別罹患数・死亡者数の推移は、全国がん登録より、令和 2年肝がん罹患者

数は 278 人、肝がん死亡者数は令和 5 年人口動態調査より 181 人と年々減少傾向である。悪性新

生物の部位別年齢調整死亡率（75 歳未満）の推移は、令和 5 年 肝がん 徳島 3.9、全国.3.3 と

全国 38位、徐々に減少傾向である。専門医療機関及び標準医療機関について、令和 6年度医療施

設機能調査（肝がん）の結果ついて報告があり、審議の結果、専門医療機関 4施設・標準医療機関

8施設は次年度も継続として承認されたとの報告があった。 
⑤乳がん部会：丹黒委員から、第 1回令和 6年 8月 5日、第 2回令和 7年 1月 14日に会議が開催さ

れた。令和 5年度乳がん検診実績報告、乳癌専門医療機関・標準医療機関の確認があった。令和 6

年度の新たな取り組み状況として、市町村のがん検診の予約をインターネットで行えるようにす



る予定であり、吉野川市・三好市・北島町・松茂町が令和 7年度より開始予定となっているとの報

告があった。 

⑥子宮がん部会：苛原委員が欠席のため資料参照。令和 6年 8月 7日、第２回は令和 7年 1月 23

日にハイブリッド会議が開催した。 
 
2)地域がん登録部会報告について (報告資料3) 

森岡部会長から、報告資料3に基づき地域がん登録部会報告があった。 

①令和7年1月21日にがん登録部会が開催され、部会長の選任について、森岡久尚部会員（徳島大学

大学院医歯薬学研究部公衆衛生学分野）が選出された。 

②「令和 2 年（2020 年）徳島県のがん登録事業報告書」（案）について、報告書として公表すること

が了承された。 
③「徳島県のがん登録事業 5 年相対生存率（2015 年および 2013-2015 年）報告書」（案）について、

報告書として公表することが了承された。なお、本報告書は、全国がん登録の 2020 年診断症例の

年次確定を踏まえ、2015 年症例までの地域がん登録の情報を活用して 5 年生存率を算定し、取り

まとめたものである。 
④「令和 3 年（2021 年）徳島県のがん登録事業」に係る全国がん登録情報の利用提供について 
（公財）とくしま未来健康づくり機構から、徳島県のがん対策の基礎資料を作成するため、2016 年

から 2021 年までの診断症例を含む徳島県がん情報の利用提供の申し出があり、了承された。今後、

同機構徳島県がん登録室が、登録対象部位別のがん罹患数、主要部位別の 5 年相対生存率等を算出

する予定である。 
 ⑤発見経緯別の 5 年相対生存率では、検診群が検診以外群よりも高いことが判明したことから、こ

の結果とともにがん検診の重要性について、普及に努めてほしいとの意見があった。 
 
  森岡部会長から、検診群が検診以外群よりも高いことが判明したことから、がん検診の重要性につ 
いて徳島新聞に令和７年７月頃に掲載をする予定であるとの報告があった。 
 
3.協議会各部会報告 

1)緩和ケア部会 (報告資料4) 

川人部会長から、報告資料4に基づき下記のとおり緩和ケア部会の報告があった。 

①徳島県がん診療連携協議会緩和ケア部会会議を令和7年3月3日にWebで開催した。 

②令和 6年 12月 6日に国立がん研究センターで開催された「令和 5年度第 11回都道府県がん診療

連携拠点病院連絡協議会緩和ケア部会」について報告を行った。 

③各病院から、緩和ケアチームの活動について報告があった。 

④令和６年度開催された緩和ケア研修会の報告を行った。 

⑤エルネック研修会は今年、徳島赤十字病院が主催で開催したとの報告があった。 

⑥緩和ケアの神経ブロックのできる施設、介護施設の緩和ケア対応についても議論された。  

(都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会緩和ケア部会資料については 

https://ganjoho.jp/med_pro/liaison_council/p_care/shiryo12/index.html 詳細については

資料参照。 

 

2)診療連携部会 (報告資料5) 

滝沢委員から、報告資料5に基づき下記のとおり診療連携部会の報告があった。 



①徳島県がん診療連携協議会診療連携部会を令和7年2月20日に開催を行った。 

②徳島県生活習慣病管理指導協議会の胃がん・大腸がん・肝がん・肺がん・乳がん・子宮がん部会 

より報告があった。 

③各がん診療連携拠点病院より地域連携クリティカルパス活用状況・手帳の運用状況についての報 

告があった。 

④「徳島県民がんフォーラム2024実施報告者」について、令和6年10月19日(土)に徳島大学病院で 

徳島県がん診療連携協議会診療連携部会、情報提供・相談支援部会、緩和ケア部会が主催、徳島

大学病院がん診療連携センターと徳島新聞社が共催で開催を行った。 

⑤治療の記録ノート活用状況の実態について、がん診療連携拠点病院・かかりつけ医242医療機関

の医師を対象にアンケート調査を行った。活用の有無、活用方法、活用しない理由などの項目で

あった。アンケート結果から、必要性を感じるかとの質問で感じる、まあまあ感じるとの回答が

半数以上あったことから、今後の対応としては、継続する方向で内容の更新、形態についての見

直し、内容を十分に検討する必要があり、かかりつけ医では存在を知らないとの回答も多く、周

知・広報を強化する必要もあるとの意見があった。 

⑥アンケートの結果。治療の記録ノートは継続する方向となった。今後は、これまで以上に活用していた

だけるよう、今年度は発行せず、来年度に関係者等でワーキンググループを立ち上げて検討を行う。他職

種にも意見を聞きながら作成を行うこととなった。 

 

3)情報提供・相談支援部会 (報告資料6) 

続けて滝沢部会長から、報告資料5に基づき下記のとおり情報提供・相談支援部会の報告が

あった。 

 ①徳島県がん診療連携協議会情報提供･相談支援部会会議を令和7年2月18日(火)にWebで開催した。 

②都道府県がん診療連携協議会情報提供・相談支援部会会議は都道府県がん診療連携協議会情報提

供・相談支援部会会議第 22回は 2024 年 5月 24日、第 23回は 2024年 11月 21日に Webで開催さ

れた。詳細については資料参照。 

③徳島県がん診療連携協議会情報提供・相談支援部会実務者会」について報告があった。 

④徳島県健康寿命推進課から、「がんピア・サポーター」について報告があった。今年度は、ピア・

サポーターの養成研修会を実施し、7 名の新規の方に受講いただいた。徳島県では平成 23 年度よ

りピア・サポーターの養成事業を行っており、現在は 42 名のピア・サポーターが受講されている。

がん診療連携拠点病院から、年 1 回でもピア・サポーターの活用の場を作っていただきたいとの

要望があった。 

⑤徳島県健康寿命推進課から、徳島県がんサロンの開催を令和７年度、試験的に年４回実施を考えて

いる。がん診療連携拠点病院でも協力することとなった。 

⑥徳島県がん診療連携協議会情報提供・相談支援部会実務者会の次年度事業計画は、がん相談員向け

研修企画を「がんゲノム」のテーマで検討している。 

 

4)徳島県民がんフォーラム開催について (報告資料7) 

森根会長から、報告資料 7に基づき「徳島県民がんフォーラム 2024 実施報告者」について報告

があった。  
①令和 6年 10月 19日(土)に徳島大学大塚講堂にて、徳島県がん診療連携協議会診療連携部会、情

報提供・相談支援部会、緩和ケア部会が主催、徳島大学病院がん診療連携センターと徳島新聞社が

共催で集客開催を行った。なお、当日の模様を徳島県内のケーブルテレビで放映を行った。  



②テーマは「がんとうまく付き合うために～徳島県のがんサポート～」で内容は「がんと診断され

たら、される前にも知っておくべきこと」をはじめ、がん薬物療法、アピアランスケア、がん治

療におけるロボット支援手術、栄養サポート、人生会議について講演を行った。また、がん患者

さんからの講演も行った。 

③参加者は 343名、年齢は 60代、70 代の方の参加が多く内容についてはとても良かったとの感想

が多かった。 
④今後、取り上げてほしいテーマは緩和ケア、抗がん剤、栄養が多かった。 

 

森根会長から、来年度以降も引き続き徳島県民がんフォーラム公開講座を行いたいとの要望が 
あった。 
 
4.徳島県健康寿命推進課より報告(報告資料8)  

1)がんピア・サポーターについて  

徳島県健康寿命推進課浅田氏から、報告資料 8に基づき「がんピア・サポーター」について報告が

あった。 

①がん対策推進基本計画(第 4 期)では、国はがん患者がピア・サポーター等からの支援を受けやす

くなるよう、相談支援に携わる者からピア・サポーター等につなげるための仕組みについて検討す

ることが記載されている。 

 ②第 4 期徳島県がん対策推進計画においても、ピア・サポーターの養成および相談の場を確保する

ことにより、ピア・サポート体制の充実を図り、がん患者の不安や悩みを軽減することを記載し、

体制整備を進めている。 

③今年度は、6年ぶりにピア・サポーターの養成研修会を実施し、7名の新規の方に受講いただいた。 

④がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針では、がん患者及びその家族が心の悩みや体験等を

語り合うための患者サロン等の場を設けること。その際には一定の研修を受けたピア・サポーター

を活用する、もしくは十分な経験を持つ患者団体等と連携して実施するよう努めること、オンライ

ン環境でも開催できることが望ましいとなっている。現在は望ましいとなっているが、改定時には

義務となる可能性がある。 

⑤徳島県では平成 23 年度よりピア・サポーターの養成事業を行っており、現在は 42 名のピア・サ

ポーターが受講されている。 

⑥がん診療連携拠点病院等での医療機関におけるピア・サポーターの活用が進んでいないのが現状

であるため、ピア・サポーターを必要としている方が、必要な支援を受けられていない懸念があ

る。 

⑦ピアサポート要請に関する役割の整理として、行政では養成研修・フォローアップ研修の実施、運

営体制やルール作り、市民への広報などが役割としてあり、医療者にはピアサポートへの理解や運

営体制への参加、ルール作り、活動の場の提供などが求められている。 

⑧本県では、運営体制やルール作りが不十分であったため、ピア・サポーターの活用が広がらなかっ

た可能性がある。今回、養成・派遣事業に関する規約を作成し、来年度以降に体制を整備していく

予定である。 

⑨がんピア・サポーターが病院に入り、サロンや希望する相談支援の場を活用することで、がん患者

の不安や孤独感を軽減させることができる。本県も拠点病院等のがんサロン実施機関からの派遣

要請に応じてピア・サポーターの派遣を行いたい。 

⑩方法としては、養成研修を行い名簿登録の可否の確認や拠点病院からの派遣依頼、派遣調整など行



う。拠点病院から注意点など説明いただき、活用していただく予定である 

⑪派遣は２人１組となる。派遣に係る費用については無償となるが、旅費については県の事務手続き

に基づき支払う。なお、事故の補償としてボランティア保険も県が負担する予定である。 

⑫守秘義務として、誓約書を提出いただく。なお、ピア・サポーターとして不適切な行為、活動する

ことが困難、本人からの辞退届の提出があった場合は、名簿から登録を抹消する。 

⑬拠点病院から、年 1回でもピア・サポーターの活用の場を作っていただきたい。 

 

2)徳島県がんサロン開催について  

徳島県健康寿命推進課浅田氏から、報告資料 8に基づき徳島県がんサロンの開催について報告が 

あった。 

①病院以外の場所でがん患者やその家族が集まり、不安や悩みについて話し合ったり、経験を共有し

あったりすることで参加者の不安や孤独感を軽減させることを目的としてがんサロンを開催した

い。 

②令和７年度、試験的に年４回実施を考えている。 

③開催形式は集合形式として、5～10 名程度(うち 2名は徳島県がんピア・サポーター)の参加人数と

し、参加人数等把握のため、事前予約制としたい。 

④テーマは若年がんの語り場として、小児・AYA世代、働き盛り世代に対するがんサロン開催を検討

している。 

⑤サロンテーマや運営については、県および徳島がん対策センター、各拠点病院担当者で集まる機会

を作りたいと考えている。徳島がん対策センターで協議を行い、了承いただいた。 

 

 森根会長から、徳島県がんサロンの開催については開催場所やどのように運営するのかを来年度 

検討を行うこととなっている。がん診療連携拠点病院等で協力をしていきたいとの意見があった。 

 

3)拠点病院調査「治療の記録ノート」について  

徳島県健康寿命推進課山田氏から、添付資料④に基づき「治療の記録ノート」について報告があっ

た。 

 ①令和 7年 2月 20 日に開催された徳島県がん診療連携協議会診療連携部会にて、協議いただいた。 

 ②治療の記録ノートは、がん診療連携拠点病院等とかかりつけ医の双方が患者の診療情報を共有し、

スムーズな連携を行うことができるよう、平成 24年度から 9つのがんで作成をしている。 

③徳島県から徳島大学病院へ委託し、徳島大学病院において内容の修正、作成を行い、各拠点病院

へ配布している。 

④目的として、がん診療連携拠点病院等とかかりつけ医の双方が患者の診療情報を共有し、スムー

ズな連携、患者・家族が治療計画を把握し、治療歴を確認することが可能、災害時に他院での継

続した治療が可能であること。 

⑤配布状況については、令和４年度の294部から令和5年度は338部と増えてはいるものの、がん患

者の罹患者数に比べると配布が出来ていない。 

⑥活用状況の実態について拠点病院・かかりつけ医242医療機関の医師を対象にアンケート調査を

行った。活用の有無、活用方法、活用しない理由などの項目であった。アンケート結果から、必

要性を感じるかとの質問で感じる、まあまあ感じるとの回答が半数以上あったことから、今後の

対応として、継続する方向で内容の更新、形態についての見直し、内容を十分に検討する必要が

あり、かかりつけ医では存在を知らないとの回答も多く、周知・広報を強化する必要もある。 



⑦拠点病院調査のアンケート結果を受け、治療の記録ノートを継続する方向となった。今後は、これまで以

上に活用していただけるよう、今年度は発行せず、来年度に関係者等でワーキンググループを立ち上げ

て手帳の統一での検討を行い、他職種にも意見を聞きながら作成を行いたい。 

 

森根会長から、徳島県がん診療連携協議会診療連携部会にてがん手帳「治療の記録ノート」を統一

すること、情報をQRコードにしてデジタル化する意見があったとの報告があった。 

丹黒委員から、「治療の記録ノート」を作成したのは、がんの地域診療連携を進めるとのことで

クリニカルパスとして各がん腫で疾患、薬、フォローアップなど記載している。がん診療連携拠点

病院等とかかりつけ医にアンケートしても意味がないのではないか。徳島県立中央病院のように、

外来で配布を行うようシステムにしておけば配布数が伸びている。配布が出来ていないのであれば

改善すべきであるとの意見があった。 

森根会長から、疾患の特有性があり９つのがん手帳を１つに纏められない状況もあるのではないか、クリ

ニカルパスについてもう一度考えていただき、検討していきたい。デジタル化は進めていきたいと

の意見があった。 

 

5.令和7年度以降のがん教育について(報告資料8)  

勢井委員から、報告資料8に基づき令和7年度以降のがん教育について報告があった。 

①がん教育と絡めてがん検診のがん検診率向上プロジェクトを2010年から実施してきた。メッセー

ジカード配布を行い、若者から大切な家族や親しい方にあてて、がん検診をすすめるメッセージ

カードを書いてもらい、それを手渡しや送ることで、がん検診に関心をもってもらおうというも

のである。 

②現在は徳島県の委託事業として行っている。県内の小中学校・高校に赴き、医師による講話とメッセージ

カードの作成を行う。医師からの講話を聞くことにより、がんが身近な病気ということや検診の重要性を知

ってもらい、学生自身が大人になった時にも検診を受けてもらいたいと考えている。 

③令和６年度まではNPO法人AWAがん対策募金が委託先で行ってきたが、令和７年度より公募による

選定となる。 

 

徳島県健康寿命推進課山田氏から、令和6年度まではNPO法人AWAがん対策募金に委託事業として 

依頼していたが、来年度より実施する学校数が増えることにより公募することとなった。内容につ

いては、今まで通りの予定である。効果検証については、メッセージカードを受けた方が検診を受

けたか等のアンケートを実施して効果検証を行いたいと考えている。なお、外部講師の方の登録は

30名程度となっており、まだ少ないため協力いただきたい。来年度も徳島県教育委員会と連携しな

がら行っていきたいとの要望があった。 

 森根会長から、勢井委員に今日までの15年間の労いとお礼の言葉があった。 

 

【検討事項】 

6.都道府県がん診療連携協議会の内容(現況報告)について(検討資料1)  

森根会長から、検討資料②に基づき都道府県がん診療連携協議会の内容(現況報告)について

説明があった。 

 ①今年度も現況報告に都道府県がん診療連携協議会の内容について、議論されたか確認事項が

あるため、内容を確認しながら令和6年度についての回答の検討を行いたい。内容については

資料参照。 



 ②検討資料1.1～5について議論を行い、「感染症のまん延や災害等の状況においても必要ながん医

療を提供する体制を確保するため、当該都道府県や各がん医療圏におけるＢＣＰについて議論を行

った。」については施設ごとに行っているが、各がん医療圏におけるＢＣＰについては今年度行っ

ていない。 
 ③都道府県レベルで役割分担すべき項目、都道府県協議会での議論の有無ア～ケについて役割分担

が出来ていることを確認した。 

  

森根会長から、次年度現況報告には令和6年度報告として回答してよいか審議いただきたいと

の要望があった。 
審議の結果、了承された。 

 

柴田委員から、治療の記録ノートについては、より良いものになるよう検討いただきたいと

の意見があった。 

石倉委員から、がん診療連携協議会、各部会の会議についての委員を、来年度から分担でき

るよう検討を行いたいとの意見があった。 

橋本委員から、がん診療連携を進めていきたいとの要望があった。 

山崎氏から、徳島県立中央病院とも連携しながら行っていきたいとの要望があった。 

漆川委員から、今年度末で定年退職する旨の謝辞と挨拶があった。 

森委員から、がん教育についてモデル校選出にも関わったこともあり、今後も協力を行いた

いとの要望があった。 

勢井委員から、今行っている事業が患者のために役立っていただけるようお願いしたいとの

要望があった。 

鈴記委員から、ピア・サポーターの方がボランティア(無償)で行うとの内容であったが、他

県の取り組みについてどうなのか、謝金の支払いはできないのかとの質問があった。 

徳島県健康寿命推進課浅田氏から、他県でピア・サポーター事業を行っており、香川県では謝金

を支払っているが、患者団体から謝金をがん患者のために使っていただきたいとの意見があり検討

中と聞いている。徳島県では来年度の予算が確保できていないため、ボランティア保険と交通費に

ついては、県の予算から支払う予定である。その他については検討課題としたいとの意見があった

。 

織田氏から、引続き県民のがん対策や支援に寄与できるよう努めていきたいとの意見があった。 

正宗委員から、がん診療に関して地域に貢献できるよう協力していきたいとの意見があった。 

森岡委員から、初めて徳島県がん診療連携協議会に出席した。徳島県の関係者の方が進めている

のか理解できた。がん登録部会でもサポートできるよう協力したいとの意見があった。 

位頭委員から、ピアサポートやがんサロンを活発に行っていただきたいとの要望があった。 

飛梅委員から、がん教育について研修会に参加予定であるとの意見があった。 

鳴川委員から、報告資料9で報告いただいたがん教育について、徳島県健康寿命推進課と共に進

めていきたい。令和7年3月16日開催予定の徳島県がん教育・外部講師研修会については、小・中・

高校、特別支援学校の掲示板に周知している。検診受診率も向上するよう協力していきたいとの要

望があった。 

 

泌尿器科古川順也教授から、令和７年度より徳島県がん診療連携協議会情報提供・相談支援部会

長の滝沢部門長より交代し、部会長を拝命することの紹介と挨拶があった。 



 

 

 

森根会長から、令和5年4月より徳島県がん診療連携協議会会長として2年間務めてきたが、任

期満了となり今期で退くこととなった旨の謝辞と挨拶の言葉があった。 

続けて森根会長から、後任には呼吸器・膠原病内科講師の荻野広和医師となるとの報告があ

った。 

   


